










No書　　名著　　者 成書依拠 自序 他叙 目次雑説 原文 音注小注 改行 句点 読点 符号 篇旨 特異
一字
下 践
59荘子解傅　　山 1684清初 × × × × × × × × × × × ×
??? × ×
60荘子釈意高一秋月 1689清初 × O ○ × ○ ○ ○ × ○ × OO × O ×
61荘子詰銭澄之 1693清初 O ○ ○ × O × ○ × × × × ○ × ○ ×
62裡諺紗毛利瑚珀 1703清初 × ○ ○ × O × × × × ○ × O × ○ ×
63荘子解呉世尚 1713清初 ○ ○ ○ ○ O ○ ○ × × × × ○ × ○ ○
64南華経解宣　　頴 1721清初 ○ ○ ○ × O ○ ○ × × × × ○ × ○ ○
65荘子弁正胡　　方 1722清初 × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × O ??? × ×
66郭注荘子服部元喬 1739清中 ○ ○ ○ × O × ○ × × ○ × ○ × × ×
67荘子音義服部元喬 1741清中 × × × × ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × ×
68南華簡紗徐廷椀 1741清中 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × O ○ ○ × × ○ ×
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一164一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荘子注釈書体例考《其の6》
※1：〔序〕は4篇ある。
　　　①標注補義荘子序（省軒・亀谷行撰，1885年。正しくは，標註補義
　　　　荘子因序であろう。）
　　　②標注荘子因序（三島毅撰，1886年）
　　　③補義荘子因序（秦鼎撰，1796年〉
　　　④増註荘子因序（林雲銘撰，1688年）
※2：〔序論〕は2篇ある。
　　　①荘子雑説（計26則）
　　　②荘子総論
　　　　詳細は，本稿《其の4》148－149頁参照。
※3：〔凡例〕については，本稿《其の4》147頁参照。
※4：〔雑説〕は，史記「荘子列伝」を載せる。
※5：〔目次〕については，本稿《其の4》148頁参照。
※6：〔本文〕は：
　　　①：篇名
　　　②：原文（語注・音注・頭注・圏点・符号を含む）
　　　③：評釈
　　　より成る。詳細は，本稿《其の4》149－152頁参照。頭注は2つあ
　　　る（いずれも小文字6段〉。
　　　　1　上欄は東条保の標註。
　　　　2　下欄は秦鼎の補義。
本書は，全体に圏点及び符号あり。改行なし。践なし。頭注は読点あり
（読点は句点を兼ねる）。頭注以外は句点あり（句点は読点を兼ねる）。
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平木　真快
圃拙著・「荘子注釈書体例考《其の4》」の誤謬を，以下の如く訂正
する。
（頁一行）　　（誤）
　136－02　　　括尽全南
140－06
140－06
140－08
142－22
149－19
154－11
155－06
155－11
155－26
華。
人々
我々
乃至は
拘る
「， 」で
はなくて
敢て
成書年次
成書年次
年次
（正）
→　括尽全南華。
→　人人
→　我我
→　乃至
→　拘わる
てくなはで」???、?????????????「↓↓↓↓↓
圃拙著・「荘子注釈書体例考《其の5》」の誤謬を，以下の如く訂正
　　　する。
　　　　（頁一行）　　（誤）　　　　　　（正）
　　　　　99－04　　刊行年次　　　→　刊行年
　　　　108－17　　　呉坤修半畝園　→　呉坤修半畝園
　　　　114－12　　拘らず　　　→拘わらず
1994－09－08，《其の6》浄書，待続。
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